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「
自
然
の
恵
み
を
享
受
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
」

自
然
の
保
全
と
地
域
資
源
の
有
効
活
用

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
を
推
進
し
、
ジ

オ
サ
イ
ト
の
保
全
・
Ｐ
Ｒ
や
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
霞
ヶ
浦
の
雄
大
な
景
色
の
中
で
開

催
す
る
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
や
果
樹
観
光

地
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
地
域
の
魅
力
を
活
用
し

な
が
ら
観
光
振
興
を
図
り
ま
す
。

雨
水
排
水
対
策

近
年
頻
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
記
録
的

な
台
風
に
よ
り
冠
水
の
被
害
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
公
共
下
水
道
雨
水
計
画

を
見
直
す
ほ
か
、
土
浦
千
代
田
工
業
団
地

雨
水
管
路
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

空
家
対
策

「
空
き
家
バ
ン
ク
」制
度
を
引
き
続
き
推
進

す
る
と
と
も
に
、「
危
険
な
空
家
」へ
の
対

応
と
し
て
学
識
経
験
者
な
ど
を
交
え
た

協
議
会
を
設
立
し
、
空
家
対
策
計
画
の
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

ご
み
処
理
対
策

 
関
係
市
町
と
の
共
同
に
よ
る
新
た
な
ご
み

処
理
施
設
の
整
備
を
着
実
に
進
め
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
ご
み
減
量
化
・
分
別

に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
化
の
啓
発
を
図
り
な

が
ら
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
循
環
型
社

会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

「
産
業
の
振
興
で
活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」

農
業
振
興

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
た
農
業
の

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
協

力
し
た
地
域
、
農
地
の
貸
し
手
に
協
力
金

を
交
付
す
る
な
ど
、
担
い
手
の
確
保
や
耕

作
放
棄
地
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

特
産
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
推
進

 

本
市
の
特
産
品
の
知
名
度
向
上
を
図
る

東
口
歩
行
者
専
用
道
路
の
工
事
に
着
手
し

ま
す
。
ま
た
、
土
浦
市
と
連
携
し
駐
輪
場

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
神

立
停
車
場
線
の
整
備
に
併
せ
、
沿
線
の
用

途
地
域
の
変
更
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
築

 

機
能
的
で
暮
ら
し
や
す
い
都
市
空
間
の
整

備
に
向
け
て
関
係
部
署
が
連
携
し
て「
ま

ち
デ
ザ
イ
ン
２
０
５
０
（
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
）」の
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

都
市
基
盤
整
備

 

国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
、
霞
ヶ

浦
二
橋
の
建
設
促
進
に
つ
い
て
、
近
隣
自

治
体
と
連
携
し
な
が
ら
国
や
県
へ
要
望
し

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
中
核
病
院
で
あ
る

土
浦
協
同
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ

い
て
近
隣
市
と
の
連
携
や
役
割
分
担
の
も

と
道
路
体
系
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
対
策

 

高
齢
者
で
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た

方
に
対
し
、
移
動
手
段
の
確
保
や
公
共

交
通
の
利
用
促
進
を
目
的
と
し
た
支
援

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策

 

老
朽
化
し
た
霞
ヶ
浦
地
区
の
防
災
無
線
の

更
新
・
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
、
防
衛
省

の
補
助
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
年
次
的
に

工
事
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
気
象
観
測
装

置
を
市
内
４
カ
所
に
設
置
し
、
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
の
降
雨
量
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

把
握
し
、防
災
、減
災
対
策
に
役
立
て
ま
す
。

消
防
力
強
化

 

自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
や
防
災
士

の
育
成
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
民
間
企
業
内
の
消
防
力
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に「
民
間
企
業
消
防
協
力
隊

補
助
制
度
」を
創
設
し
、
消
防
力
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

「
健
康
で
思
い
や
り
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」

不
妊
治
療
対
策

不
妊
に
悩
む
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
男
性
の
不
妊
治
療
や
不

育
症
治
療
に
対
し
て
も
補
助
が
で
き
る
よ

う
、
制
度
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

土
浦
協
同
病
院
と
の
連
携

 

市
民
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
安
心
し
て
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
運
営
を
支
援
し
、
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
各
種
事
業
を
実
施
し
地
域
医
療
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
拠
点
整
備

 

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
市

の
ほ
ぼ
中
心
部
に
位
置
す
る
旧
宍
倉
小
学

校
へ
の
転
用
を
具
体
的
に
検
討
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉
の
充
実

 

障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計
画
に
基
づ

く
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
推
進

を
図
り
、
生
活
・
自
立
の
支
援
や
情
報
提

供
・
相
談
業
務
の
充
実
な
ど
、
き
め
細
や

か
な
対
応
で
障
害
者
福
祉
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護
保
険

事
業
計
画
を
策
定
し
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
介
護
や
医
療
・
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

「
未
来
を
担
う
若
者
を
育
む

ま
ち
づ
く
り
」

保
育
士
確
保
対
策

市
内
の
民
間
保
育
施
設
の
保
育
士
確
保

対
策
と
し
て
、
奨
学
金
を
利
用
し
て
保
育

士
資
格
を
取
得
し
た
方
に
対
し
、
返
済
の

一
部
を
助
成
す
る「
保
育
士
奨
学
金
返
済

支
援
制
度
」を
新
た
に
創
設
し
、
保
育
体

制
の
充
実
を
支
援
し
ま
す
。

子
ど
も
ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

 

中
学
生
の
と
き
か
ら
郷
土
愛
の
醸
成
を

図
り
、
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材

を
育
成
し
ま
す
。
地
域
資
源
を
生
か
し
た

も
の
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
む「
か
す
み

が
う
ら
子
ど
も
ミ
ラ
イ
学
習
」を
本
格
的

に
実
施
し
ま
す
。

企
業
誘
致
の
推
進

 

企
業
立
地
支
援
の
強
化
策
と
し
て
、
全
国

で
も
例
の
少
な
い「
敷
地
整
備
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
」に
要
す
る
経
費
を
新
た
に
助
成

の
対
象
と
す
る
ほ
か
、
助
成
要
件
の
緩
和

に
よ
り
企
業
の
立
地
を
支
援
し
ま
す
。

「
豊
か
な
学
び
と
創
造
の

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

教
育
環
境
整
備

 

小
中
一
貫
教
育
を
軸
と
し
た
教
育
環
境
の

整
備
を
具
体
的
に
進
め
ま
す
。

平成29年度

施政方針
平成 29 年かすみがうら市議会第1回
定例会において、 坪井市長が平成 29
年度の市政運営に対する施策概要を
述べました。
今回は、 平成 29 年度のまちづくりへ
の取り組みを紹介します。 （抜粋）

地
域
担
い
手
の
確
保
対
策

高
校
生
の
自
主
的
な
活
動
ス
テ
ー
ジ
を

大
人
段
階
ま
で
ス
ラ
イ
ド
で
き
る
よ
う
な

活
動
の
拡
充
・
連
携
を
支
援
し
、
地
域
に

定
住
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
担
い
手
の
発

掘
と
育
成
に
努
め
ま
す
。

茨
城
国
体
の
推
進

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
種
目

と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と
ペ
タ
ン

ク
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
開
催
種
目
の

普
及
に
努
め
、「
市
民
が
広
く
参
加
す
る

国
体
」を
目
指
し
ま
す
。

歴
史
博
物
館
の
活
用

 「
市
歴
史
博
物
館
」と
し
て
、
展
示
や
催
し

な
ど
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
の
醸
成
に

寄
与
す
る
魅
力
あ
る
博
物
館
を
目
指
し

ま
す
。

「
み
ん
な
で
つ
く
る
連
携
と
協
働
の

　
　
　
　
　
　
　 

ま
ち
づ
く
り
」

男
女
共
同
参
画
の
推
進

女
性
活
躍
推
進
法
を
盛
り
込
ん
だ
第
３

次
男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

今
後
よ
り
一
層
住
民
意
識
の
啓
発
に
努

め
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
に
努
め
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
活
用

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
有
効
活
用
す
る

た
め
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
活
用
し
、
子

育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
先
行
し

て
運
用
開
始
し
ま
す
。
子
育
て
世
代
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
啓
発
を
図
り
ま
す
。

人
口
減
少
抑
制
対
策

 

茨
城
県
外
へ
遠
距
離
通
学
す
る
大
学
生

な
ど
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
と
と
も
に
、
大
学
生
な
ど
を
自
宅

通
学
へ
誘
導
す
る
こ
と
に
よ
り
市
外
へ
の

人
口
流
出
抑
制
を
図
る
た
め「
通
学
定
期

券
購
入
費
助
成
制
度
」を
新
た
に
創
設
し
、

通
学
定
期
券
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

広
域
連
携
の
強
化

 

近
隣
自
治
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
新
た

な
広
域
的
対
応
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
連
携
を
し
て
き
た
広
域
行
政
の
枠

組
み
を
十
分
生
か
し
な
が
ら
、
と
も
に
発

展
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

行
財
政
運
営
の
健
全
化

 「
第
２
次
総
合
計
画
」に
基
づ
き
、
具
体
的

な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
着
実
な
推
進
を

目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
労
働
生
産
性

の
向
上
、
資
質
の
高
い
職
員
の
育
成
と
意

識
改
革
に
取
り
組
み
、
効
率
的
か
つ
合
理

的
な
行
財
政
運
営
を
進
め
ま
す
。

※ 

施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

きらり輝く 湖
み ず

と山
みどり

　笑顔と活気のふれあい都市 ～　未来へ紡ぐ安心とやさしさの郷
さ と

　かすみがうら　～

問 政策経営課（千代田庁舎）

た
め
、「
湖
山
の
宝
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
重
点
的
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
産
業
能
率

大
学
と
筑
波
銀
行
と
の
三
者
協
定
に
基

づ
く
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
業
の
推
進

  

サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
の
充
実
を
図
る
た

め
、
路
面
標
示
整
備
な
ど
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
の
整
備
促
進
、
健
康
を
テ
ー
マ
と

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
、
サ
イ
ク
ル
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入

地
域
内
経
済
循
環
と
消
費
促
進
を
図
る

た
め
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
振
興
な
ど
も
含

め
た
新
た
な
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
試

験
的
導
入
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　
ま
ち
づ
く
り
」

神
立
駅
周
辺
整
備

駅
舎
の
橋
上
化
工
事
の
ほ
か
、
自
由
通
路
、
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[ グラフの表示 ]
・ 区分
・ 予算額
・ 構成比（前年度比）

自

源
財

主

源
財

存
依

市税
54 億 4,305 万 2 千円
33.1％ （1.2％）

繰入金
7 億 1,913 万 8 千円
4.4％ （40.0％）

繰越金
1 億 5,000 万円
0.9％ （0.0％）

その他自主財源
4 億 4,491 万 9 千円
2.7％ （▲ 12.9％）

地方交付税
36 億 5,000 万円
22.2％ （1.4％）

国庫支出金
21 億 5,657 万 9 千円
13.1％ （▲11.3％）

地方債
15 億 8,410 万円
9.6％ （▲ 25.1％）

県支出金
12 億 1,304 万 1 千円
7.4％ （6.3％）

その他依存財源
10 億 8,917 万 1 千円
6.6％ （▲ 6.2％）

【性質別歳出】

義

経
的

務

費

投資的
経費

そ

経
他
の

費

人件費

19.8％ （▲ 1.6％）
32 億 6,130 万 1千円

扶助費

16.5％ （▲ 0.3％）
27 億 634万 1千円

その他費

43.9％ （3.7％）
72 億 3,040 万 6千円

《主な内訳》
物件費
　26億 6,964 万 5千円

繰出金
　22億 8,583万 7千円

補助費等

　19億 7,941万 4千円
公債費

13.2％ （13.8％）
21億 6,910 万 2千円

普通建設事業費

6.6％ （▲ 48.2％）
10 億 8,285 万円

民生費

36.7％ （1.8％）
60 億 3,622万 1千円総務費

11.5％ （3.6％）
18 億 9,515 万円 6千円

土木費

11.9％ （▲ 13.9％）

19 億 6,504 万 5千円

公債費

13.2％（13.8％）
21億 6,911万 7千円

教育費

7.9％ （▲ 38.2％）
13 億 476万 8千円

消防費

5.5％ （7.2％）
8 億 9,739万 2千円

農林水産業費

3.9％ （▲ 6.6％）
6億 4,547万 6千円

衛生費

6.3％ （5.2％）
10 億 4,229万 6千円

その他

3.1％ （17.0％）
4 億 9,452万 9千円

【目的別歳出】

歳出

歳出

歳入

平成29年度予算概要

一般会計予算総額 164億5千万円

自主財源▶▶▶�市が自主的に収入できる財源

依存財源▶▶▶�国や県から交付されたり、割り当てられたりする財源

特別会計 予算額 前年度比

国民健康保険特別会計 58億 2,700 万円 3.9％

後期高齢者医療特別会計 7億 1,300 万円 5.6％

下水道事業特別会計 11億 4,500 万円 △ 5.1％

農業集落排水事業特別会計 4億 4,500 万円 △ 5.9％

介護保険特別会計 34億 500 万円 2.3％

企業会計 予算額 前年度比

水

道

事

業

会

計

収益的収入 10億3,147万5千円 △ 0.6％

収益的支出 10億2,380万7千円 1.5％

資本的収入 2億 8,440 万 5千円 10.7％

資本的支出 5億 6,863 万 3千円 2.9％

一般会計歳入

平成 29 年度 かすみがうら市 の予算概要
一般会計歳出

歳出予算概要

▼ �民生費は、 国民健康保険繰出事

業や認定こども園給付費および放

課後児童クラブ民営補助金などの

増額により、 1億 488 万 5千円、

1.8％の増。

▼  教育費は、 小中学校に係る施設

統合環境整備事業の減により、 8

億 492万 4千円、 38.2％の減。

▼  総務費は、 地方創生および企画

調整関連事業の新規事業創設に

より、 6,611万円、 3.6％の増。

 ▼  衛生費は、 土浦協同病院運営支

援補助金の支援などにより、 5,123

万 1千円、 5.2％の増。

 ▼ �農林水産業費は、 農地維持・資

源向上対策事業や農業集落排水

事業特別会計繰出金の減額など

により、4,580万4千円、6.6％の減。

歳入予算概要

▼  市税は、 固定資産税の増収を見込

み、 6,681万2千円、 1.2％の増。

▼  基金からの繰入金は、 市場公募債

の一括償還充当財源分などが増と

なり、2億557万4千円、40.0％の増。

▼  地方消費税交付金は、 消費税納

付額の減少に伴い、 4,425万8千

円、 6.4％の減。

▼ �国庫支出金は、 学校統合環境整

備事業などがおおむね終了したこ

と に よ り、 2 億 7,540 万 1千円、

11.3％の減。

▼  地方債は、 公立学校統合環境整

備に係る合併特例債事業などの減

に伴い、5億3,100万円、25.1％の減。

▼ �分担金および負担金は、 多子軽減

に係る制度改正や各保育料の減に

より、 4,877万8千円、 18.0％の減。

平成 29 年度当初予算編成については、 「行財政改革の徹底 ｣、 ｢

健全な財政構造を構築 ｣ といった観点に立ち、 事業の必要性や費用

対効果について十分に精査し、 限られた財源の重点的かつ効率的な

予算編成に努めました。 一般会計、 特別会計を合わせた予算総額は

２７９億８, ５００万円となり、 前年度に比べ３億６２０万円、 １. １％の減になりま

した。 このうち一般会計は１６４億５,000 万円で前年度に比べ５億５,000

万円、 ３. ２％の減となっています。

＜義務的経費＞

その支出が義務づけられ、 任意に節

約ができない経費（人件費、 扶助費、

公債費）

＜投資的経費＞

 道路や施設などの整備に使う経費

（普通建設事業費、 災害復旧費）

＜その他経費＞

上記以外の経費（物件費、補助費等、

積立金など）

問 政策経営課（千代田庁舎）

企業会計歳入 特別会計歳入


